
　

緑
滴
る
好
時
節
、
晴
天
と

　

緑
滴
る
好
時
節
、
晴
天
と

な
れ
ば
取
材
は
バ
イ
ク
！　

な
れ
ば
取
材
は
バ
イ
ク
！　

海
辺
の
ま
ぶ
し
い
日
差
し
に

海
辺
の
ま
ぶ
し
い
日
差
し
に

水
着
姿
の
若
者
も
ち
ら
ほ

水
着
姿
の
若
者
も
ち
ら
ほ

ら
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
込
ん

ら
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
込
ん

で
走
る
自
分
が
少
し
浮
い
て

で
走
る
自
分
が
少
し
浮
い
て

い
た
が
、

い
た
が
、 

そ
れ
で
も
気
分
よ

そ
れ
で
も
気
分
よ

く
走
り
材
木
座
、
延
命
寺
さ

く
走
り
材
木
座
、
延
命
寺
さ

ま
を
久
し
ぶ
り
に
訪
ね
た
。

ま
を
久
し
ぶ
り
に
訪
ね
た
。

　

有
り
難
い
も
の
で
、
幾
度

　

有
り
難
い
も
の
で
、
幾
度

か
取
材
で
お
会
い
す
る
度
に

か
取
材
で
お
会
い
す
る
度
に

親
し
く
お
寺
の
方
と
お
話
で

親
し
く
お
寺
の
方
と
お
話
で

き
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
法

き
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
法

事
の
後
、
清
ら
か
な
香
の
か

事
の
後
、
清
ら
か
な
香
の
か

お
り
が
残
る
本
堂
に
ご
住

お
り
が
残
る
本
堂
に
ご
住

職
、
副
住
職
さ
ま
共
に
ご
案

職
、
副
住
職
さ
ま
共
に
ご
案

内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

御
本
尊
、
阿
弥
陀
如
来
の

　

御
本
尊
、
阿
弥
陀
如
来
の

右
側
正
面
、
ガ
ラ
ス
張
り
の

右
側
正
面
、
ガ
ラ
ス
張
り
の

お
厨
子
に
聖
観
音
さ
ま
は
お

お
厨
子
に
聖
観
音
さ
ま
は
お

祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
拝

祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
拝

者
に
も
よ
く
見
え
る
よ
う
な

者
に
も
よ
く
見
え
る
よ
う
な

配
慮
が
有
り
難
い
。

配
慮
が
有
り
難
い
。

　

こ
じ
ん
ま
り
し
た
像
は
金

　

こ
じ
ん
ま
り
し
た
像
は
金

色
に
輝
き
、
品
の
あ
る
お
顔

色
に
輝
き
、
品
の
あ
る
お
顔

と
ス
リ
ム
な
ボ
デ
ィ
ー
に

と
ス
リ
ム
な
ボ
デ
ィ
ー
に

手
を
合
わ
す
者
の
心

手
を
合
わ
す
者
の
心

が
救
わ
れ
る
よ
う
で

が
救
わ
れ
る
よ
う
で

す
。
そ
れ
も
そ
う
、

す
。
そ
れ
も
そ
う
、

像
は
鎌
倉
三
十
三
観

像
は
鎌
倉
三
十
三
観

音
巡
り
の
第
十
一
番

音
巡
り
の
第
十
一
番

札
所
の
御
仏
で
す
。

札
所
の
御
仏
で
す
。

こ
の
霊
場
巡
り
が
い

こ
の
霊
場
巡
り
が
い

つ
の
時
代
か
ら
は
じ

つ
の
時
代
か
ら
は
じ

ま
っ
た
の
か
、
ご
住

ま
っ
た
の
か
、
ご
住

職
さ
ま
か
ら
問
わ

職
さ
ま
か
ら
問
わ

れ
、
今
後
調
べ
ま
す
と
宿
題

れ
、
今
後
調
べ
ま
す
と
宿
題

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ

の
時
代
も
人
々
の
思
い
を
観

の
時
代
も
人
々
の
思
い
を
観

音
さ
ま
は
多
数
受
け
止
め
、

音
さ
ま
は
多
数
受
け
止
め
、

心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
こ
ら

心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
こ
ら

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

御
朱
印
ブ
ー
ム
で
沸
く
昨

　

御
朱
印
ブ
ー
ム
で
沸
く
昨

今
、
旅
の
思
い
出
と
す
る

今
、
旅
の
思
い
出
と
す
る

人
、
深
い
祈
り
を
す
る
人
、

人
、
深
い
祈
り
を
す
る
人
、

苦
し
み
を
背
負
い
つ
つ
巡
礼

苦
し
み
を
背
負
い
つ
つ
巡
礼

す
る
人
、人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

す
る
人
、人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

楽
し
く
明
る
い
人
、
難
し
い

楽
し
く
明
る
い
人
、
難
し
い

顔
を
す
る
人
、
め
そ
め
そ
す

顔
を
す
る
人
、
め
そ
め
そ
す

る
人
、
喜
怒
哀
楽
せ
ぬ
よ
う

る
人
、
喜
怒
哀
楽
せ
ぬ
よ
う

に
平
静
を
装
い
ま
す
が
、

に
平
静
を
装
い
ま
す
が
、

「
ど
ち
ら
で
も
い
い
じ
ゃ
な

「
ど
ち
ら
で
も
い
い
じ
ゃ
な

い
か
。
大
き
く
生
き
て
い
け

い
か
。
大
き
く
生
き
て
い
け

よ
」
そ
ん
な
声
が
観
音
さ
ま

よ
」
そ
ん
な
声
が
観
音
さ
ま

か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

鎌
倉
に
は
海
と
山
が
あ

　

鎌
倉
に
は
海
と
山
が
あ

る
。
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
明
る
い

る
。
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
明
る
い

海
に
緑
深
い
谷
戸
は
し
っ
と

海
に
緑
深
い
谷
戸
は
し
っ
と

り
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に
陰

り
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に
陰

と
陽
の
両
極
の
世
界
が
広
が

と
陽
の
両
極
の
世
界
が
広
が

る
魅
力
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

る
魅
力
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

仏
像
の
詳
細
は
不
明
。
木

　

仏
像
の
詳
細
は
不
明
。
木

造
、
像
高

造
、
像
高
3737
㌢
ほ
ど
。
江
戸

㌢
ほ
ど
。
江
戸

時
代
と
推
測
さ
れ
る
。

時
代
と
推
測
さ
れ
る
。

　

鎌
倉
の
市
民
団
体
「
鎌
倉

　

鎌
倉
の
市
民
団
体
「
鎌
倉

・
文
化
の
森
」（
瀧
下
嘉
弘

・
文
化
の
森
」（
瀧
下
嘉
弘

代
表
・
会
員
８
人
）
が
「
ぶ

代
表
・
会
員
８
人
）
が
「
ぶ

ら
り
鎌
倉
マ
ッ
プ
」
と
し
て

ら
り
鎌
倉
マ
ッ
プ
」
と
し
て

長
谷
・
由
比
ガ
浜
版
と
、
二

長
谷
・
由
比
ガ
浜
版
と
、
二

階
堂
・
浄
明
寺
版
を
作
成
し

階
堂
・
浄
明
寺
版
を
作
成
し

＝
写
真

＝
写
真
、
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ

、
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク（
Ｇ
Ｗ
）中
、鎌

ン
ウ
ィ
ー
ク（
Ｇ
Ｗ
）中
、鎌

倉
駅
前
で
配
布
し
た
。

倉
駅
前
で
配
布
し
た
。

　

連
休
中
は
、
特
に
長
谷
方

　

連
休
中
は
、
特
に
長
谷
方

面
行
き
の
江
ノ
電
や
、
報
国

面
行
き
の
江
ノ
電
や
、
報
国

寺
行
き
の
京
急
バ
ス
が
観
光

寺
行
き
の
京
急
バ
ス
が
観
光

客
な
ど
で
混
雑

客
な
ど
で
混
雑

す
る
た
め
、
乗

す
る
た
め
、
乗

車
待
ち
で
列
を

車
待
ち
で
列
を

つ
く
っ
て
い
る

つ
く
っ
て
い
る

人
た
ち
に
、

人
た
ち
に
、

「
大
仏
―
鎌
倉

「
大
仏
―
鎌
倉

駅
2727
分
」「
長

分
」「
長

谷
―
鎌
倉
駅

谷
―
鎌
倉
駅
2626

分
」
と
道
程
を

分
」
と
道
程
を

示
し
た
地
図
を

示
し
た
地
図
を

配
布
し
、「
歩

配
布
し
、「
歩

い
て
い
く
こ
と
で
見
ら
れ
る

い
て
い
く
こ
と
で
見
ら
れ
る

魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
」
が
あ

魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
」
が
あ

る
こ
と
な
ど
も
伝
え
る
と
、

る
こ
と
な
ど
も
伝
え
る
と
、

「
歩
く
観
光
」
に
切
り
替
え

「
歩
く
観
光
」
に
切
り
替
え

る
人
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

る
人
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

地
図
の
作
成
は
、
２
０
１

　

地
図
の
作
成
は
、
２
０
１

５
年
（
平
成

５
年
（
平
成
2727
）
に
観
光
マ

）
に
観
光
マ

ッ
プ
を
作
成
す
る
鎌
倉
市
の

ッ
プ
を
作
成
す
る
鎌
倉
市
の

協
働
事
業
に
名
乗
り
を
上
げ

協
働
事
業
に
名
乗
り
を
上
げ

た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

会
の
副
代
表
・
市
川
和
夫

　

会
の
副
代
表
・
市
川
和
夫

さ
ん
（

さ
ん
（
7171
）
を
中
心
に
、
市

）
を
中
心
に
、
市

民
や
観
光
客
の
立
場
で
観
光

民
や
観
光
客
の
立
場
で
観
光

地
図
を
作
ろ
う
と
、
メ
ン
バ

地
図
を
作
ろ
う
と
、
メ
ン
バ

ー
た
ち
が
地
域
の
情
報
を
集

ー
た
ち
が
地
域
の
情
報
を
集

め
た
。
地
図
に
何
が
記
載
さ

め
た
。
地
図
に
何
が
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
か
を

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
か
を

事
前
調
査
し
、
地
図
上
に
ト

事
前
調
査
し
、
地
図
上
に
ト

イ
レ
や
カ
フ
ェ
、
コ
ン
ビ
ニ

イ
レ
や
カ
フ
ェ
、
コ
ン
ビ
ニ

の
位
置
を
示
し
た
。
地
形
が

の
位
置
を
示
し
た
。
地
形
が

わ
か
る
よ
う
に
谷
戸
の
起
伏

わ
か
る
よ
う
に
谷
戸
の
起
伏

を
示
し
、
旧
地
名
な
ど
も
記

を
示
し
、
旧
地
名
な
ど
も
記

載
し
た
。

載
し
た
。

　

平
成

　

平
成
2828
年
度
に
「
長
谷
・

年
度
に
「
長
谷
・

由
比
ガ
浜
版
」
を
作
成
し
、

由
比
ガ
浜
版
」
を
作
成
し
、

昨
年
Ｇ
Ｗ
中
鎌
倉
駅
西
口
で

昨
年
Ｇ
Ｗ
中
鎌
倉
駅
西
口
で

１
万
部
配
布
し
た
。
平
成

１
万
部
配
布
し
た
。
平
成
2929

年
度
は
そ
の
地
図
の
裏
面
も

年
度
は
そ
の
地
図
の
裏
面
も

作
成
し
た
改
訂
版
を
作
成

作
成
し
た
改
訂
版
を
作
成

し
、
今
年
の
Ｇ
Ｗ
に
西
口
で

し
、
今
年
の
Ｇ
Ｗ
に
西
口
で

２
万
８
千
部
配
布
。
新
た
に

２
万
８
千
部
配
布
。
新
た
に

作
成
し
た
二
階
堂
・
浄
明
寺

作
成
し
た
二
階
堂
・
浄
明
寺

版
は
東
口
で
４
千
部
ほ
ど
配

版
は
東
口
で
４
千
部
ほ
ど
配

っ
た
。

っ
た
。

　

同
会
で
は
「
鎌
倉
の
よ
さ

　

同
会
で
は
「
鎌
倉
の
よ
さ

を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

話
す
。
次
回
は
北
鎌
倉
方
面

話
す
。
次
回
は
北
鎌
倉
方
面

の
地
図
の
作
成
を
考
え
て
い

の
地
図
の
作
成
を
考
え
て
い

る
と
い
う
。

る
と
い
う
。

　

▼
葛
原
岡
神
社
例
大
祭

▼
葛
原
岡
神
社
例
大
祭　

６
月
２
日

６
月
２
日
1414
時
宵
宮
祭
、
３

時
宵
宮
祭
、
３

日
1010
時
神
前
祭
、

時
神
前
祭
、
1313
時
由
比

時
由
比

ガ
浜
方
面
へ
神
輿
渡
御
。
日

ガ
浜
方
面
へ
神
輿
渡
御
。
日

野
俊
基
卿
の
慰
霊
。

野
俊
基
卿
の
慰
霊
。

　

▼
五
所
神
社
例
祭

▼
五
所
神
社
例
祭　

９
日

　

９
日

宵
宮
祭
、

宵
宮
祭
、
1010
日
1010
時
例
大
祭

時
例
大
祭

・
神
幸
祭
、

・
神
幸
祭
、1515
時
頃
海
上
渡

時
頃
海
上
渡

御
。
御
。1212
日
1010
時
三
つ
目
神
楽
。

時
三
つ
目
神
楽
。

　

▼
ほ
た
る
ま
つ
り

▼
ほ
た
る
ま
つ
り　

９
日

　

９
日

〜
１
週
間
程
度
、鶴
岡
八
幡
宮
。

〜
１
週
間
程
度
、鶴
岡
八
幡
宮
。

　

▼
瑞
賢
忌

▼
瑞
賢
忌　

1616
日
1010
時
、
時
、

建
長
寺
。
江
戸
初
期
の
豪
商

建
長
寺
。
江
戸
初
期
の
豪
商

で
治
水
工
事
や
航
路
開
発
の

で
治
水
工
事
や
航
路
開
発
の

功
労
者
河
村
瑞
賢
の
法
要
。

功
労
者
河
村
瑞
賢
の
法
要
。

　

▼
大
祓
式
・
古
神
札
焼
納
祭

大
祓
式
・
古
神
札
焼
納
祭

　

3030
日
鶴
岡
八
幡
宮
。

日
鶴
岡
八
幡
宮
。

　

▼
海
開
き　

▼
海
開
き　

６
月
６
月
2929
日
〜
日
〜

９
月
２
日
逗
子
海
岸
。
７
月

９
月
２
日
逗
子
海
岸
。
７
月

１
日
〜
８
月

１
日
〜
８
月
3131
日
鎌
倉
の
海

日
鎌
倉
の
海

水
浴
場
。
７
月
６
日
〜
８
月

水
浴
場
。
７
月
６
日
〜
８
月

3131
日
葉
山
の
海
水
浴
場
。

日
葉
山
の
海
水
浴
場
。

　

大
人
で
も

　

大
人
で
も
4747
都
道
都
道

府
県
の
名
前
と
位
置

府
県
の
名
前
と
位
置

を
言
え
る
人
が
少
な

を
言
え
る
人
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る

く
な
っ
て
き
て
い
る

そ
う
で
す
▼
で
は
鎌

そ
う
で
す
▼
で
は
鎌

倉
市
内

倉
市
内
4444
の
町
名
の
名
前
と

の
町
名
の
名
前
と

位
置
を
正
確
に
言
え
る
人
は

位
置
を
正
確
に
言
え
る
人
は

ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
し
ょ

ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
し
ょ

う
か
▼
そ
も
そ
も
日
本
が
第

う
か
▼
そ
も
そ
も
日
本
が
第

二
次
世
界
大
戦
後
に
分
割
統

二
次
世
界
大
戦
後
に
分
割
統

治
さ
れ
て
い
た
ら
、
こ
の
よ

治
さ
れ
て
い
た
ら
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
す
ら
話
題
に
で
き

う
な
こ
と
す
ら
話
題
に
で
き

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

▼
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
、
中

▼
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
、
中

国
、
イ
ギ
リ
ス
の
４
カ
国
に

国
、
イ
ギ
リ
ス
の
４
カ
国
に

よ
る
「
日
本
の
分
割
統
治
」

よ
る
「
日
本
の
分
割
統
治
」

計
画
が
あ
っ
た
こ
と
は
有
名

計
画
が
あ
っ
た
こ
と
は
有
名

な
話
で
す
▼
分
割
統
治
を
回

な
話
で
す
▼
分
割
統
治
を
回

避
で
き
た
要
因
の
一
つ
に
、

避
で
き
た
要
因
の
一
つ
に
、

元
ス
リ
ラ
ン
カ
大
統
領
Ｊ

元
ス
リ
ラ
ン
カ
大
統
領
Ｊ
･

Ｒ
･
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏
に

ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏
に

よ
る
サ
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